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『 気軽・充実・役立つ 』

後志教育研修センターは後志管内20市町村が管内の教職員、社会教育担当者等の資質

・能力の向上を目指した研修講座事業等を協働で実施することを目的として設置された

ものであります。昭和５０年に発足し、令和２年度で設立４５年目を迎えます。この度

は、北海道教育庁後志教育局をはじめ、各市町村教育委員会、各教育関係機関や研究団

体のご支援とご協力により、本年度の講座開講の体制を整えることができました。

本年度の研修事業は日常実践に役立つ研修センターを標榜し、次代を担う子どもたち

が未来社会を切り拓くことができるように、学校現場との連携を一層密にした授業改善

を促す研修講座となるよう策定しました。全ての講座の中で、本年度より全面実施され

る新学習指導要領の理念である「社会に開かれた教育課程」のもと、改訂の大きなテー

マである「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指します。具体的には「何を知って

いるか」から「どのように問題解決を成し遂げていくか」を支える資質・能力を育成する

学びの質的転換を目指した講座内容となるよう努めてまいります。

昨年度の研修講座を振り返りますと、受講者の姿勢が非常に前向きであり、参加して

勉強になったという声が数多くあり、教職員の研修に対する意識の高まりが強く感じられ

ました。特に、注目したいのは、「研修報告を書き、全職員に還元していく」「新しい人

間関係ができた。人脈は財産」「本当に困ったことを聞くことができた」「勇気が湧いて

きて、明日からの意欲が出てきた」という声でした。結果的に受講率が管内教職員全体

の凡そ55%になりました。

本年度の研修講座に向けて開催された１月末の講師団会議では、『教学半』と『子ど

もの心の扉は内側に鍵がある』という２つのお話しをしました。講師陣の真剣な眼差し

がとても印象的で、新年度の研修講座は質の高さが期待できると実感しました。本年度

の研修講座の特徴を幾つか挙げてみます。

１．「気軽に参加できる研修講座」

外部講師による公開講義や学校での授業公開を多くし、気軽にそのコマだけ受講で

きるよう工夫をしました。

２．「充実感を味わえる研修講座」

昨年度から演習を取り入れた参加型の研修やワークショップ型研究協議の工夫をし

ていますが、本年度は更に「小中連携」についての研修内容を盛り込みました。

最後になりますが、講師陣の皆様には、今日的な課題を解決すべく、日常の授業実践

に生かしていくことのできる事例を周到に準備していただいたことに深く感謝申しあげ

ます。センター職員一同、本年度もより多くの教育関係者の皆様が受講されるのをお待

ちしております。

令和２年4月

後志教育研修センタ－

所長 長 谷 川 誠







令和２年度 後志教育研修センター事業計画

Ⅰ 運営の基本方針
１ 目的

後志教育研修センターは、後志管内２０市町村が管内教職員並びに社会教育指導者等の資質・能
力の育成に役立つ研修講座事業と管内教育の充実・振興に必要な調査研究事業を協働で実施するこ
とを目的とする。

２ 運営の方針
（１）実践に生きる研修講座事業の改善・充実に努め、指導力の向上を図る。
（２）教育課題の解決を目指す調査研究事業に努め、その成果を提供する。
（３）教育情報の収集・提供に努め、情報のセンター的役割を果たす。

３ 運営の重点
（１）次代を担う子供たちの将来を見据え、中央の教育動向や教職員等のニーズを的確に捉え、それ

らに応え得る研修講座を設定し、受講者の実践力向上と学校力向上に努める。
（２）今日的教育課題の解明を図る調査研究事業を推進し、実践に生きる研究資料を提供するととも

に、検証授業等を通して個々の資質・能力の向上と学校力向上に努める。
（３）中央の動向に注視し、管内各町村の研究集録等の収集を図り、教育情報のセンター的役割を担

い、各学校に必要な研究資料を提供できるように努める。
（４）管内小中学校及び教育機関団体と緊密な連携を図り、管内教育の向上に努める。

Ⅱ 研修事業・調査研究事業
１ 研修講座事業

（１）研修講座開設の趣旨
今日、情報化社会に向けてデジタル化とグローバル化など、社会の変化が大きく進展している。

次代を担う子どもが感性を豊かに働かせながらより良い人生を築いていくために、自ら学び、自
ら考えることに加え、他者と共生・協働し、知恵を持ち寄り、未来を切り拓く力が強く必要とさ
れている。そのためには、学校・家庭・地域など社会総ぐるみで連携・協働しながら、「社会に
開かれた教育課程」の実現に向けた取組が重要となってきている。

各学校においては確かな学力、健やかな体、豊かな心を総合的にとらえて子どもの生きる力を
育み、地域に対し信頼される学校づくりを進めることがこれまで以上に求められている。とりわ
け、小規模校が半数を占める北海道・後志の地域性やベテラン教職員の大量退職とそれに伴う新
採用教職員の大量採用という時代の流れから、当研修センターの研修講座事業は人材育成という
観点から重要な役割を担っている。

学校教育講座においては、これらに応える学校・学級経営や教科指導、特別支援教育の在り方
を中心とした講座を設定し、教職員一人一人が専門職として、自ら高い専門性と実践的な指導力
を身に付けるよう教師力の向上を図る。また、社会教育と幼児教育各講座においては、今日的課
題を明確にしながら関係機関のニーズに合った講座を開設し、社会教育担当者と幼児教育担当者
の資質・能力の向上と実践的な指導力の向上を図る。

（２）講座内容
① これまで実施してきた講座の内容を継続・発展しつつ、今日的課題の解明を図るものとする。
② 各教科の講座においては新学習指導要領の趣旨や方向性についてより理解を深め、「主体的・

対話的で深い学び」について浸透させていくものとする。
③ 受講者に対しては今後の研修の在り方を見通すことができるよう教職員のキャリアステージに

応じた受講計画一覧を配布する。
④ 本年度の研修内容については、特に次の３点について留意する。

1 演習を取り入れた参加型の研修とする。
2 ワークショップ型の研究協議を取り入れ、少人数で充実した交流を図る。
3 研究協議の中に小中学校の連携の内容を盛り込む。

⑤ 具体的な研修講座は、次のようにする。
1 学習指導講座は基礎編（授業づくり）と応用編(授業改善)の２講座とし、調査研究との関わり

から講師はセンター所員が行う。
2 学級経営講座は基礎編(学級づくりと話し合い活動)と応用編(教育相談と生徒指導の充実)の２

講座をそれぞれ１日日程で行う。
3 外国語・外国語活動研修講座は初級編(基本的な授業づくり)、中級編(実践的クラスルームイ
ングリッシュ)の２講座をそれぞれ１日日程で行う。

4 教職員のカリキュラム・マネジメント講座、幼保小の連携講座、学校と地域をつなぐ社会教育
講座、へき地・複式教育講座は一般教諭に加え、管理職の受講も促していく。

5 幼保小の連携講座はそれぞれの連携を主眼としながら、受講者はそれぞれの校種から募集を行
い、講師も各校種から選定していく。

6 ものづくり講座及び家庭科講座、図工・美術科講座及び生活科・総合的な学習の時間講座は、
隔年での開催とする。

7 食育講座は食に関する指導の充実を図り、管内における食育の活性化を図る。また、栄養教諭
の参加に加え、一般教諭の参加も促していく。

8 ICT 研修講座（旧情報機器講座）の研修内容にプログラミング教育の内容を盛り込む。

（３）講師
① 講師は管内教職員から要請し、所員会議及び学校や教育関係機関団体等から広く意見を聴き、

決定していく。
② 校内研修と学習指導講座の講師については、研修講座と調査研究の連携を図るため、センター
所員が担当する。

③ 実践と授業づくりの講座は、新学習指導要領の趣旨や方向性について理解を深めるため、北海
道教育庁後志教育局と積極的に連携を図っていく。

④ 外部講師は可能な限り多く配置し、講座の充実を図る。また、北海道立教育研究所、北海道立
教育研究所附属理科教育センター、北海道立特別支援教育センター等を積極的に活用していく。

⑤ 外部講師による講義は公開講義として設定し、講座受講者に加えて広く教職員や教育関係者に
公開をしていく。

２ 調査研究事業
(１)学習指導に関する調査研究

①研究主題 『授業力の向上と校内研究の活性化 ～学びに向かう力の育成を通して～ 』
（３年次研究の１年目）

②研究内容 具体的には研究委員会開催後に決定
③研究委員会 １２回程度予定 （検証授業３回）

(２)社会教育に関する調査研究
①研究主題 『地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携・協働 ～ 新しい副題 ～ 』

（４年次研究の２年目）
②研究内容 具体的には研究委員会開催後に決定
③研究委員会 ６回程度予定

(３)調査研究事業報告会
①目的 後志教育研修センターで行われている調査研究事業が後志管内の教育向上に寄与する

ため、報告会を通してその成果を管内に広める。
②日時 令和３年１月８日（金）予定
③会場 後志教育研修センター 第１研修室
④参加者 管内教職員、社会教育指導者、教育関係者、センター所員
⑤内容 学習指導・社会教育に関する調査研究事業の概要報告

３ センター事業
(１)第５３回後志管内教職員夏季研修会(後志教育講演会)

①目的 管内教職員及び地域住民が参加する講演会を実施し、教職員の資質・能力育成と地域
住民の教育力の向上を図り、後志教育の一層の充実、発展を目指す。

②期日 令和２年８月４日（火）13：30 ～ 15：30
③会場 倶知安町第一会舘
④講師 髙橋義男氏（とまこまい脳神経外科 副院長兼小児脳神経外科部長）
⑤演題 「渡る世間は嘘ばかり・・・－思考停止の世の中でどんどん増える発達障害,ストレス障害,認知症・・・

６歳までが大事、思い込みの阻止とどう対応するか!－」
⑥その他 互助会の補助事業

４ 北海道教育研究所連盟研究発表大会（後志大会）の準備
①目的 令和３年度に第 76 回北海道教育研究所連盟研究発表大会が後志を会場に開催される。

平成 21 年度以来の開催となるので、研修部長を中心に今年度より準備を進めて行く。
② 期日 令和３年８月２６日（木）～８月２７日（金）予定
③ 会場 倶知安町第一会舘
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隔年での開催とする。

7 食育講座は食に関する指導の充実を図り、管内における食育の活性化を図る。また、栄養教諭
の参加に加え、一般教諭の参加も促していく。

8 ICT 研修講座（旧情報機器講座）の研修内容にプログラミング教育の内容を盛り込む。

（３）講師
① 講師は管内教職員から要請し、所員会議及び学校や教育関係機関団体等から広く意見を聴き、

決定していく。
② 校内研修と学習指導講座の講師については、研修講座と調査研究の連携を図るため、センター
所員が担当する。

③ 実践と授業づくりの講座は、新学習指導要領の趣旨や方向性について理解を深めるため、北海
道教育庁後志教育局と積極的に連携を図っていく。

④ 外部講師は可能な限り多く配置し、講座の充実を図る。また、北海道立教育研究所、北海道立
教育研究所附属理科教育センター、北海道立特別支援教育センター等を積極的に活用していく。

⑤ 外部講師による講義は公開講義として設定し、講座受講者に加えて広く教職員や教育関係者に
公開をしていく。

２ 調査研究事業
(１)学習指導に関する調査研究

①研究主題 『授業力の向上と校内研究の活性化 ～学びに向かう力の育成を通して～ 』
（３年次研究の１年目）

②研究内容 具体的には研究委員会開催後に決定
③研究委員会 １２回程度予定 （検証授業３回）

(２)社会教育に関する調査研究
①研究主題 『地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携・協働 ～ 新しい副題 ～ 』

（４年次研究の２年目）
②研究内容 具体的には研究委員会開催後に決定
③研究委員会 ６回程度予定

(３)調査研究事業報告会
①目的 後志教育研修センターで行われている調査研究事業が後志管内の教育向上に寄与する

ため、報告会を通してその成果を管内に広める。
②日時 令和３年１月８日（金）予定
③会場 後志教育研修センター 第１研修室
④参加者 管内教職員、社会教育指導者、教育関係者、センター所員
⑤内容 学習指導・社会教育に関する調査研究事業の概要報告

３ センター事業
(１)第５３回後志管内教職員夏季研修会(後志教育講演会)

①目的 管内教職員及び地域住民が参加する講演会を実施し、教職員の資質・能力育成と地域
住民の教育力の向上を図り、後志教育の一層の充実、発展を目指す。

②期日 令和２年８月４日（火）13：30 ～ 15：30
③会場 倶知安町第一会舘
④講師 髙橋義男氏（とまこまい脳神経外科 副院長兼小児脳神経外科部長）
⑤演題 「渡る世間は嘘ばかり・・・－思考停止の世の中でどんどん増える発達障害,ストレス障害,認知症・・・

６歳までが大事、思い込みの阻止とどう対応するか!－」
⑥その他 互助会の補助事業

４ 北海道教育研究所連盟研究発表大会（後志大会）の準備
①目的 令和３年度に第 76 回北海道教育研究所連盟研究発表大会が後志を会場に開催される。

平成 21 年度以来の開催となるので、研修部長を中心に今年度より準備を進めて行く。
② 期日 令和３年８月２６日（木）～８月２７日（金）予定
③ 会場 倶知安町第一会舘
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令和２年度の研修講座では、新学習指導要領の全面実施に伴い、趣旨や方向性について理解を深

める時間を設け、今求められている「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、日々の実践に
役立つように講座が組み立てられています。 
（1）「学級経営」講座は基礎編（学級づくりと話し合い活動）と応用編（教育相談と生徒指導の充実）

に分け、各々１日日程で開催します。 
（2）「外国語・外国語活動」講座は初級編（基本的な授業づくり）と中級編（実践的クラスルームイン

グリッシュ）に分け、各々１日日程で開催します。 
（3）研修では演習を取り入れた参加型の研修、ワークショップ型研究協議、今年度新しく小中連携の

研修内容を積極的に取り入れる工夫をしました。 
（4）受講者が気軽に参加できるよう、半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）で

の申込みやまた公開講義のみの受講も可能としました。 
 

 外部講師による公開講義のご案内 （公開講義のみの受講が可能） 

講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

学校経営Ⅰ 
 (校長) 

７月１５日（水） 
10:40～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
社会の変化に対応する学校

経営の在り方 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導監 

学校経営Ⅱ 
 (教頭) 

８月 ５日（水） 
10:40～11:50 
倶知安町文化福祉センター 

講義 
新学習指導要領実施におけ

る新たな学校づくりと教頭

の役割 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 主査 

特別支援教育 
７月１７日（金） 
10:30～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
特別支援教育におけるＩＣ

Ｔの活用 

石狩市立花川小学校 
教諭 髙橋  健 氏 

 
幼保小の連携 
 
 

７月３１日（金） 
14:10～15:45 
後志教育研修センター 

講義 
のびのびと集団生活・社会生

活を送るために 

医療法人社団 一視同仁会  
札樽・すがた医院  
作業療法士 中黒 麗子 氏 

 
学校と地域をつ
なぐ社会教育 
 

６月３０日（火） 
13:40～15:15 
後志教育研修センター 

講義・演習 
子どもたちの自己肯定感を

高めるには 
北海道立生涯学習センター職員 

 

国語科（１） 
９月 ４日（金） 
10:40～11:30 
後志教育研修センター 

講義１ 
新学習指導要領における国

語科の趣旨と方向性につい

て 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

国語科（２） 

 

 

１１月 ９日（月） 
15:10～16:40 
小樽市立潮見台小学校 

講義２〈講演〉 
「主体的・対話的で深い学び

を実現する国語科の授業づ

くり」（仮題） 

京都女子大学 
発達教育学部教育学科 

教授 水戸部 修治氏 

社会科 
８月２５日（火） 
10:30～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における 

社会科の趣旨と方向性につ

いて 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

理  科 

８月２４日（月） 
12:50～15:45 

後志教育研修センター 

演習 
授業や科学クラブ等で使え

る実験 

北海道立教育研究所附属理科

教育センター 研究研修主事 

令和 2 年度研修講座の特徴 
講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

 

英語科 

 
６月 ９日（火） 
10:40～11:50 

後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における英

語科の趣旨と方向性につい

て 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

外国語・外国語

活動(初級) 

 
９月 １日（火） 
10:40～11:50 

黒松内町立黒松内小学校 

講義 
新学習指導要領における外

国語科・外国語活動の指導の

重点及び評価の在り方 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

外国語・外国語

活動(中級) 

 
６月１９日（金） 
10:40～11:30 

古平町立古平小学校 

講義 
新学習指導要領における外

国語科の小中連携の在り方 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

学校保健 

 
７月１３日（月） 
14:00～15:45 

後志教育研修センター 

講演 
「おもちゃを通して子ども

たちについて考える」 

（仮題） 

 
小 樽 市 ハ ン ズ オ ン ト ー イ 
キンダーリープ 
店長 杉本 英樹 氏 

食  育 

 
７月２９日（水） 
10:40～11:50 

共和町立学校給食センター 

実習 
スチームコンベクションを

使用した献立について 

 

ニチワ電機札幌営業所 
所長 遠藤 晋一郎 氏 

 

生活科・総合的

な学習の時間 

 
７月２９日（水） 
10:40～11:50 

後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における生

活科・総合的な学習の時間の

趣旨と方向性について 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

※公開講義のみ受講希望される方は、一般の講座と同様に申込書（様式１）の「公開講義欄」にご記入くだ

さい。 

 

 

 

 ミニ道研のご案内 （道研所員による研修） 

講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

ミニ道研 
 

「管内研修セン

ター等連携」 

研修講座 

◎７月２８日（火） 

ブロック開催 

10:00 ～15:30 
後志教育局 
 

①授業づくりの基礎（指導方法、 

評価等）〈午前〉  

②生徒指導の機能を生かした学級 

経営  〈午後〉 

北海道立教育研究所 
所員 
○道研と２会場を接続する

遠隔研修 

◎９月２５日（金）  
単独開催 
10:00 ～15:30 
後志教育研修センター 

 

①教育相談を生かした児童生徒 

理解・保護者との協働  〈午前〉 

②小・中学校におけるプログラ 

ミング教育            〈午後〉 

 

北海道立教育研究所  
所員 
○道研所員による対面研修 

 

※ミニ道研の受講申込は申込書（様式１）の「ミニ道研欄」にご記入下さい。なお、ミニ道研に係る受講旅

費は道費支弁となります。 

 

※主に経験の浅い教諭が対象となりますが、この枠にとらわれず、どなたでも受講できます。 
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令和２年度の研修講座では、新学習指導要領の全面実施に伴い、趣旨や方向性について理解を深

める時間を設け、今求められている「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、日々の実践に
役立つように講座が組み立てられています。 
（1）「学級経営」講座は基礎編（学級づくりと話し合い活動）と応用編（教育相談と生徒指導の充実）

に分け、各々１日日程で開催します。 
（2）「外国語・外国語活動」講座は初級編（基本的な授業づくり）と中級編（実践的クラスルームイン

グリッシュ）に分け、各々１日日程で開催します。 
（3）研修では演習を取り入れた参加型の研修、ワークショップ型研究協議、今年度新しく小中連携の

研修内容を積極的に取り入れる工夫をしました。 
（4）受講者が気軽に参加できるよう、半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）で

の申込みやまた公開講義のみの受講も可能としました。 
 

 外部講師による公開講義のご案内 （公開講義のみの受講が可能） 

講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

学校経営Ⅰ 
 (校長) 

７月１５日（水） 
10:40～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
社会の変化に対応する学校

経営の在り方 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導監 

学校経営Ⅱ 
 (教頭) 

８月 ５日（水） 
10:40～11:50 
倶知安町文化福祉センター 

講義 
新学習指導要領実施におけ

る新たな学校づくりと教頭

の役割 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 主査 

特別支援教育 
７月１７日（金） 
10:30～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
特別支援教育におけるＩＣ

Ｔの活用 

石狩市立花川小学校 
教諭 髙橋  健 氏 

 
幼保小の連携 
 
 

７月３１日（金） 
14:10～15:45 
後志教育研修センター 

講義 
のびのびと集団生活・社会生

活を送るために 

医療法人社団 一視同仁会  
札樽・すがた医院  
作業療法士 中黒 麗子 氏 

 
学校と地域をつ
なぐ社会教育 
 

６月３０日（火） 
13:40～15:15 
後志教育研修センター 

講義・演習 
子どもたちの自己肯定感を

高めるには 
北海道立生涯学習センター職員 

 

国語科（１） 
９月 ４日（金） 
10:40～11:30 
後志教育研修センター 

講義１ 
新学習指導要領における国

語科の趣旨と方向性につい

て 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

国語科（２） 

 

 

１１月 ９日（月） 
15:10～16:40 
小樽市立潮見台小学校 

講義２〈講演〉 
「主体的・対話的で深い学び

を実現する国語科の授業づ

くり」（仮題） 

京都女子大学 
発達教育学部教育学科 

教授 水戸部 修治氏 

社会科 
８月２５日（火） 
10:30～11:50 
後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における 

社会科の趣旨と方向性につ

いて 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

理  科 

８月２４日（月） 
12:50～15:45 

後志教育研修センター 

演習 
授業や科学クラブ等で使え

る実験 

北海道立教育研究所附属理科

教育センター 研究研修主事 

令和 2 年度研修講座の特徴 
講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

 

英語科 

 
６月 ９日（火） 
10:40～11:50 

後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における英

語科の趣旨と方向性につい

て 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

外国語・外国語

活動(初級) 

 
９月 １日（火） 
10:40～11:50 

黒松内町立黒松内小学校 

講義 
新学習指導要領における外

国語科・外国語活動の指導の

重点及び評価の在り方 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

外国語・外国語

活動(中級) 

 
６月１９日（金） 
10:40～11:30 

古平町立古平小学校 

講義 
新学習指導要領における外

国語科の小中連携の在り方 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

学校保健 

 
７月１３日（月） 
14:00～15:45 

後志教育研修センター 

講演 
「おもちゃを通して子ども

たちについて考える」 

（仮題） 

 
小 樽 市 ハ ン ズ オ ン ト ー イ 
キンダーリープ 
店長 杉本 英樹 氏 

食  育 

 
７月２９日（水） 
10:40～11:50 

共和町立学校給食センター 

実習 
スチームコンベクションを

使用した献立について 

 

ニチワ電機札幌営業所 
所長 遠藤 晋一郎 氏 

 

生活科・総合的

な学習の時間 

 
７月２９日（水） 
10:40～11:50 

後志教育研修センター 

講義 
新学習指導要領における生

活科・総合的な学習の時間の

趣旨と方向性について 

 

北海道教育庁後志教育局 
義務教育指導班 指導主事 

 

 

※公開講義のみ受講希望される方は、一般の講座と同様に申込書（様式１）の「公開講義欄」にご記入くだ

さい。 

 

 

 

 ミニ道研のご案内 （道研所員による研修） 

講座名 日時・会場 講 義 内 容 講   師 

ミニ道研 
 

「管内研修セン

ター等連携」 

研修講座 

◎７月２８日（火） 

ブロック開催 

10:00 ～15:30 
後志教育局 
 

①授業づくりの基礎（指導方法、 

評価等）〈午前〉  

②生徒指導の機能を生かした学級 

経営  〈午後〉 

北海道立教育研究所 
所員 
○道研と２会場を接続する

遠隔研修 

◎９月２５日（金）  
単独開催 
10:00 ～15:30 
後志教育研修センター 

 

①教育相談を生かした児童生徒 

理解・保護者との協働  〈午前〉 

②小・中学校におけるプログラ 

ミング教育            〈午後〉 

 

北海道立教育研究所  
所員 
○道研所員による対面研修 

 

※ミニ道研の受講申込は申込書（様式１）の「ミニ道研欄」にご記入下さい。なお、ミニ道研に係る受講旅

費は道費支弁となります。 

 

※主に経験の浅い教諭が対象となりますが、この枠にとらわれず、どなたでも受講できます。 
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令和２年度

①学校経営Ⅰ(校長)

※講座の付番は講座番号です。

研修講座受講計画

　このページでは、当研修センターが受講者の実践力向上や学校力向上に寄与できるよう、ライ
フステージ及びキャリアステージと開設講座の相関がわかるようになっています。表を参考に、
自己研鑽にために必要な講座を選んでいただければ幸いです。また、ご自身の今後の研修の在り
方をデザインする際にもご活用ください。
　なお、あくまでも目安ですので、経験年数等が当てはまらなければ受講できないということで
はありません。

教職員のキャリアステージ・ライフステージ
ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ

ス
テ

ジ
開
設
講
座

②学校経営Ⅱ（教頭）

初任段階層 分掌チーフ・ミドルリーダー層 リーダー層

対象：１～５年程度 対象：５～１５年程度 対象：１５年～

実践力をみがき、教職の基礎
を固める

専門性を高め、グループのリー
ダーとして推進力を発揮する

豊富な経験を生かし、広い視野
で組織的な運営を行う

⑭算数・数学科

③教職員のカリキュラム・マネジメント

④学級経営（基礎）

⑤学級経営（応用）

⑥校内研修

⑦特別支援教育

⑧幼保小の連携

⑨学校と地域をつなぐ社会教育

⑩学習指導（授業づくり）

⑪学習指導（授業改善）

⑫国語科

⑬社会科

⑯英語科

⑰外国語・外国語活動（初級）

⑱外国語・外国語活動（中級）

⑲道徳科

⑳音楽科

㉗書写実技

㉘読書活動

㉙ものづくり（家庭科）

㉚生活科・総合的な学習の時間（図工・美術科）
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く
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催
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⑮理科

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

算

数

・

数

学

科

①

学

 
校

 
事

 
務

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

英

 
語

 
科

 
①

校

 
内

 
研

 
修

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学

 
習

 
指

 
導

授

業

づ

く

り

特

別

支

援

教

育

①

外
国
語
･
外
国
語
活
動

中
 
級

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

へ
き
地
・
複
式
教
育

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

社
　
　
会
　
　
教
　
　
育

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

食

育
生

活

科

・

総

合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

後

志

教

育

講

演

会

学
校
経
営
Ⅱ

教

頭

書

 
写

 
実

 
技

保

健

体

育

科

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

も

の

づ

く

り

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

理

 
 
科

 
 
②

社

 
会

 
科

 
②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

算

数

・

数

学

科

②

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

外
国
語
･
外
国
語
活
動

初
 
級

学

 
習

 
指

 
導

授

業

改

善

国

 
語

 
科

 
①

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

道

 
 
徳

 
 
科

学

級

経

営

応

用

読

 
書

 
活

 
動

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学

級

経

営

基

礎

学

 
校

 
保

 
健

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

ミ
ニ
道
研

単
独

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

英

 
語

 
科

 
②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

国

 
語

 
科

 
②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

ミ

ニ

道

研

ブ

ロ

ク

Ｉ

 
 
Ｃ

 
 
Ｔ

幼

保

小

の

連

携

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

特

別

支

援

教

育

②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学
校
経
営
Ⅰ

校

長

理

 
 
科

 
 
①

教

職

員

の

カ

リ

キ

ラ

ム

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

令和2年度

10月

11月

研修講座開講スケジュール

5月

6月

8月

9月

7月

社

 
会

 
科

 
①

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

音

 
 
楽

 
 
科

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学

校

保

健

－ 5 －



令和２年度

①学校経営Ⅰ(校長)
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自己研鑽にために必要な講座を選んでいただければ幸いです。また、ご自身の今後の研修の在り
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②学校経営Ⅱ（教頭）

初任段階層 分掌チーフ・ミドルリーダー層 リーダー層

対象：１～５年程度 対象：５～１５年程度 対象：１５年～

実践力をみがき、教職の基礎
を固める

専門性を高め、グループのリー
ダーとして推進力を発揮する

豊富な経験を生かし、広い視野
で組織的な運営を行う

⑭算数・数学科

③教職員のカリキュラム・マネジメント

④学級経営（基礎）

⑤学級経営（応用）

⑥校内研修

⑦特別支援教育

⑧幼保小の連携

⑨学校と地域をつなぐ社会教育

⑩学習指導（授業づくり）

⑪学習指導（授業改善）

⑫国語科

⑬社会科

⑯英語科

⑰外国語・外国語活動（初級）

⑱外国語・外国語活動（中級）

⑲道徳科

⑳音楽科

㉗書写実技

㉘読書活動

㉙ものづくり（家庭科）

㉚生活科・総合的な学習の時間（図工・美術科）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

外
国
語
･
外
国
語
活
動

初
 
級

学

 
習

 
指

 
導

授

業

改

善

国

 
語

 
科

 
①

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

道

 
 
徳

 
 
科

学

級

経

営

応

用

読

 
書

 
活

 
動

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学

級

経

営

基

礎

学

 
校

 
保

 
健

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

ミ
ニ
道
研

単
独

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

英

 
語

 
科

 
②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

国

 
語

 
科

 
②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

ミ

ニ

道

研

ブ

ロ

ク

Ｉ

 
 
Ｃ

 
 
Ｔ

幼

保

小

の

連

携

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

特

別

支

援

教

育

②

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学
校
経
営
Ⅰ

校

長

理

 
 
科

 
 
①

教

職

員

の

カ

リ

キ

ラ

ム

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

令和2年度

10月

11月

研修講座開講スケジュール

5月

6月

8月

9月

7月

社

 
会

 
科

 
①

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

音

 
 
楽

 
 
科

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

学

校

保

健

－ 6 －



№ 研 修 講 座 名 対　　象 講　　　　師 期　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

① 学校経営Ⅰ（校長） 小中学校　校長
籔　　智樹（岩内第二中）
大坂　　充（稲穂小）

　７月１５日（水） ○ － 9

② 学校経営Ⅱ（教頭） 小中学校　教頭
久米　達夫 (古平中)
植松　真将（手宮中央小）

　   ８月　５日（水）
倶知安町文化福祉センター

○ － 10

③
教職員のカリキュラ
ム ・ マ ネ ジ メ ン ト

小中学校教職員
髙橋　健悟 (倶知安小)
村上  慎司（西中）
山田　晃弘（稲穂小）

　７月１０日（金） － － 11

④ 学 級 経 営 （ 基 礎 ） 小中学校教職員
松本　浩文 (倶知安中)
熊谷  結香 (神恵内小）

　   ９月１５日（火）
神恵内小学校

－ ○ 12

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ） 小中学校教職員
藤島　徹哉 (東中)
浅井　貴広（蘭越小）

　９月　８日（火） － － 13

⑥ 校 内 研 修 小中学校教職員 センター所員 　６月１０日（水） － － 14

⑦ 特 別 支 援 教 育 小中学校教職員
田村　裕子 (岩内西小）
中川　綾子（銀山中）
織田  美香（西小樺山分校）

６月１７日（水）
７月１７日（金）

○ － 15

⑧ 幼 保 小 の 連 携
幼稚園教職員
保育所保育士
小学校教職員

芳川 美知代(岩内西小)
西岡　知洋（北海道キリスト教
学園 リタ幼稚園）

　７月３１日（金） ○ － 16

⑨
学校と地域をつなぐ
社 会 教 育

小中学校教職員
市町村教育委員会職員 センター所員 ６月３０日（火） ○ － 17

№ 研 修 講 座 名 対　　象 講　　　　師 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

⑩ 学習指導（授業づくり） 小中学校教職員 センター所員 ６月１６日（火） － ○ 18

⑪ 学習指導（授業改善） 小中学校教職員 センター所員 ９月　２日（水） － ○ 19

⑫ 国 語 科 小中学校教職員
原田美穂子（留寿都中）
田中あけみ (潮見台小)
中軽米真智子（日司小）

　   ９月　４日（金）
   １１月　９日（月）

潮見台小学校

○
（２）

○ 20

⑬ 社 会 科 小中学校教職員
宇野　嘉純（長橋小）
髙橋　大樹 (御保内小)
小山　正博 (倶知安中)

　   ７月　１日（水）
倶知安中学校

　   ８月２５日（火）
○ ○ 21

⑭ 算 数 ・ 数 学 科 小中学校教職員
菊地　勇人（京極中）
新川　志帆（都小）
佐藤　　充（銭函小）

　   ５月２０日（水）
銭函小学校

　   ８月３１日（月）
京極中学校

－ ○
（２）

22

⑮ 理 科 小中学校教職員
柴田　倫克 (西小)
志村　　勝 (神恵内中)
川向　俊之 (長橋中)

　   ７月　８日（水）
神恵内中学校

　   ８月２４日（月）
○ ○ 23

⑯ 英 語 科 小中学校教職員
小林　民治 (仁木中)
鈴木　梨沙 (岩内第一中)
山﨑　史朗（菁園中）

　   ６月　９日（火）
   １０月１３日（火）

岩内第一中学校

○ ○ 24

⑰ 外国語・外国語活動
（ 初 級 ）

小中学校教職員
山田　　徹 (黒松内小）
菊地　洋平（蘭越中）

　  ９月　１日（火）
黒松内小学校

○ ○ 25

⑱
外国語・外国語活動
（ 中 級 ）

小中学校教職員
秋田　　匡 (古平小）
村上　　慈 (美国中)

　  ６月１９日（金）
古平小学校

○ ○ 26

⑲ 道 徳 科 小中学校教職員
齋藤　直哉 (朝里小)
野口　貴史（野塚小）
山本　啓太（岩内第一中）

　　 ９月　７日（月）
岩内第一中学校

－ ○ 27

令和２年度 　　　研 修 講 座 開 講 一 覧

Ⅰ　学校・学級づくりの講座

Ⅱ　実践と授業づくりの講座

№ 研 修 講 座 名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

⑳ 音 楽 科 小中学校教職員 　７月　６日（月）
京極小学校

－ ○ 28

㉑ 保 健 体 育 科 小中学校教職員 　８月　７日（金）
桜町中学校

－ － 29

㉒ Ｉ Ｃ Ｔ 小中学校教職員 　７月３０日（木）
沢町小学校

－ － 30

№ 研  修  講  座  名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

㉓ 学 校 保 健 小中学校養護教諭 　 ７月１３日（月） ○ － 31

㉔ 学 校 事 務 小中学校事務職員 　５月２２日（金） － － 32

㉕ へ き 地 ・ 複 式 教 育 小中学校教職員 　６月２３日（火）
近藤小学校

－ ○ 33

㉖ 食 育
小中学校栄養教諭
栄養士　栄養職員
小中学校教職員

　７月２９日（水）
共和町立学校給食センター

○ － 34

㉗ 書 写 実 技 小中学校教職員 　８月　６日（木） － － 35

㉘ 読 書 活 動
小中学校教職員
社会教育担当者

　９月１１日（金） － － 36

№ 研  修  講  座  名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

㉙ も の づ く り 小中学校教職員　 　８月１８日（火）
泊中学校

－ － 37

㉚ 生 活 科 ・ 総 合 的 な
学 習 の 時 間

小中学校教職員
社会教育担当者

　７月２９日（水） ○ － 38

（主催：北海道立教育研究所  共催:後志教育研修センター）

※主に経験の浅い教諭が対象となりますが、この枠にとらわれず、どなたでも受講できます。

講　師

◎９月２５日（金）単独開催
　10:00 ～15:30
  会場：後志教育研修センター

  

① 教育相談を生かした児童生徒
   理解・保護者との協働〈午前〉
② 小・中学校におけるプログラ
   ミング教育          〈午後〉

　　　 ミニ道研

「管内研修センター等
　連携」研修講座

研  修  講  座  名

北海道立教育研究所
所員
○道研と２会場を接続する

  遠隔研修

北海道立教育研究所
所員
○道研所員による対面研修

小山　正幸 (桜町中)
伊勢　淳佑 (泊中)

宮川　脩平 (仁木中)
土岐　龍大 (黒松内小)

講　　　　　　　師

日時・会場

◎７月２８日（火）ブロック開催
　10:00 ～15:30
  会場：後志教育局

講座内容

① 授業づくりの基礎（指導方法、
   評価等）            〈午前〉
② 生徒指導の機能を生かした学級
   経営                〈午後〉

※半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）での申込み、また公開講義のみの受講も可能です。

【 ミ ニ 道 研 】

Ⅲ　指導実技を高める講座

Ⅳ　専門性を高める講座

Ⅴ　隔年開催講座

講　　　　　　　師

白井　尚史（東中）
佐々木いずみ (京極小)

柴田  寛士 (桜町中)
小原 いつか(赤井川小)
齋藤　一真 (倶知安中)

小西　淳樹（黒川小）
齋藤　賢一（沢町小）

講　　　　　　　師

鎌田　由美（東中）
中村　眞美（幸小）

岩井　健太（東中）
和田　知也（京極中）

高橋　一弘（近藤小）
金澤　保弘（余別小）

岩本美奈子（倶知安小）
中邨　瑛子（東陽小）

惣万　大輝（朝里中）
秋元　　雪（花園小）

松林　　純（西陵小）
髙木　妙子（大川小）
渡邉　雅代（高島小）

－ 7 －



№ 研 修 講 座 名 対　　象 講　　　　師 期　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

① 学校経営Ⅰ（校長） 小中学校　校長
籔　　智樹（岩内第二中）
大坂　　充（稲穂小）

　７月１５日（水） ○ － 9

② 学校経営Ⅱ（教頭） 小中学校　教頭
久米　達夫 (古平中)
植松　真将（手宮中央小）

　   ８月　５日（水）
倶知安町文化福祉センター

○ － 10

③
教職員のカリキュラ
ム ・ マ ネ ジ メ ン ト

小中学校教職員
髙橋　健悟 (倶知安小)
村上  慎司（西中）
山田　晃弘（稲穂小）

　７月１０日（金） － － 11

④ 学 級 経 営 （ 基 礎 ） 小中学校教職員
松本　浩文 (倶知安中)
熊谷  結香 (神恵内小）

　   ９月１５日（火）
神恵内小学校

－ ○ 12

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ） 小中学校教職員
藤島　徹哉 (東中)
浅井　貴広（蘭越小）

　９月　８日（火） － － 13

⑥ 校 内 研 修 小中学校教職員 センター所員 　６月１０日（水） － － 14

⑦ 特 別 支 援 教 育 小中学校教職員
田村　裕子 (岩内西小）
中川　綾子（銀山中）
織田  美香（西小樺山分校）

６月１７日（水）
７月１７日（金）

○ － 15

⑧ 幼 保 小 の 連 携
幼稚園教職員
保育所保育士
小学校教職員

芳川 美知代(岩内西小)
西岡　知洋（北海道キリスト教
学園 リタ幼稚園）

　７月３１日（金） ○ － 16

⑨
学校と地域をつなぐ
社 会 教 育

小中学校教職員
市町村教育委員会職員 センター所員 ６月３０日（火） ○ － 17

№ 研 修 講 座 名 対　　象 講　　　　師 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

⑩ 学習指導（授業づくり） 小中学校教職員 センター所員 ６月１６日（火） － ○ 18

⑪ 学習指導（授業改善） 小中学校教職員 センター所員 ９月　２日（水） － ○ 19

⑫ 国 語 科 小中学校教職員
原田美穂子（留寿都中）
田中あけみ (潮見台小)
中軽米真智子（日司小）

　   ９月　４日（金）
   １１月　９日（月）

潮見台小学校

○
（２）

○ 20

⑬ 社 会 科 小中学校教職員
宇野　嘉純（長橋小）
髙橋　大樹 (御保内小)
小山　正博 (倶知安中)

　   ７月　１日（水）
倶知安中学校

　   ８月２５日（火）
○ ○ 21

⑭ 算 数 ・ 数 学 科 小中学校教職員
菊地　勇人（京極中）
新川　志帆（都小）
佐藤　　充（銭函小）

　   ５月２０日（水）
銭函小学校

　   ８月３１日（月）
京極中学校

－ ○
（２）

22

⑮ 理 科 小中学校教職員
柴田　倫克 (西小)
志村　　勝 (神恵内中)
川向　俊之 (長橋中)

　   ７月　８日（水）
神恵内中学校

　   ８月２４日（月）
○ ○ 23

⑯ 英 語 科 小中学校教職員
小林　民治 (仁木中)
鈴木　梨沙 (岩内第一中)
山﨑　史朗（菁園中）

　   ６月　９日（火）
   １０月１３日（火）

岩内第一中学校

○ ○ 24

⑰ 外国語・外国語活動
（ 初 級 ）

小中学校教職員
山田　　徹 (黒松内小）
菊地　洋平（蘭越中）

　  ９月　１日（火）
黒松内小学校

○ ○ 25

⑱
外国語・外国語活動
（ 中 級 ）

小中学校教職員
秋田　　匡 (古平小）
村上　　慈 (美国中)

　  ６月１９日（金）
古平小学校

○ ○ 26

⑲ 道 徳 科 小中学校教職員
齋藤　直哉 (朝里小)
野口　貴史（野塚小）
山本　啓太（岩内第一中）

　　 ９月　７日（月）
岩内第一中学校

－ ○ 27

令和２年度 　　　研 修 講 座 開 講 一 覧

Ⅰ　学校・学級づくりの講座

Ⅱ　実践と授業づくりの講座

№ 研 修 講 座 名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

⑳ 音 楽 科 小中学校教職員 　７月　６日（月）
京極小学校

－ ○ 28

㉑ 保 健 体 育 科 小中学校教職員 　８月　７日（金）
桜町中学校

－ － 29

㉒ Ｉ Ｃ Ｔ 小中学校教職員 　７月３０日（木）
沢町小学校

－ － 30

№ 研  修  講  座  名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

㉓ 学 校 保 健 小中学校養護教諭 　 ７月１３日（月） ○ － 31

㉔ 学 校 事 務 小中学校事務職員 　５月２２日（金） － － 32

㉕ へ き 地 ・ 複 式 教 育 小中学校教職員 　６月２３日（火）
近藤小学校

－ ○ 33

㉖ 食 育
小中学校栄養教諭
栄養士　栄養職員
小中学校教職員

　７月２９日（水）
共和町立学校給食センター

○ － 34

㉗ 書 写 実 技 小中学校教職員 　８月　６日（木） － － 35

㉘ 読 書 活 動
小中学校教職員
社会教育担当者

　９月１１日（金） － － 36

№ 研  修  講  座  名 対　　　　　象 期　　　　　日 公開講義 授業公開 掲載ページ

㉙ も の づ く り 小中学校教職員　 　８月１８日（火）
泊中学校

－ － 37

㉚ 生 活 科 ・ 総 合 的 な
学 習 の 時 間

小中学校教職員
社会教育担当者

　７月２９日（水） ○ － 38

（主催：北海道立教育研究所  共催:後志教育研修センター）

※主に経験の浅い教諭が対象となりますが、この枠にとらわれず、どなたでも受講できます。

講　師

◎９月２５日（金）単独開催
　10:00 ～15:30
  会場：後志教育研修センター

  

① 教育相談を生かした児童生徒
   理解・保護者との協働〈午前〉
② 小・中学校におけるプログラ
   ミング教育          〈午後〉

　　　 ミニ道研

「管内研修センター等
　連携」研修講座

研  修  講  座  名

北海道立教育研究所
所員
○道研と２会場を接続する

  遠隔研修

北海道立教育研究所
所員
○道研所員による対面研修

小山　正幸 (桜町中)
伊勢　淳佑 (泊中)

宮川　脩平 (仁木中)
土岐　龍大 (黒松内小)

講　　　　　　　師

日時・会場

◎７月２８日（火）ブロック開催
　10:00 ～15:30
  会場：後志教育局

講座内容

① 授業づくりの基礎（指導方法、
   評価等）            〈午前〉
② 生徒指導の機能を生かした学級
   経営                〈午後〉

※半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）での申込み、また公開講義のみの受講も可能です。

【 ミ ニ 道 研 】

Ⅲ　指導実技を高める講座

Ⅳ　専門性を高める講座

Ⅴ　隔年開催講座

講　　　　　　　師

白井　尚史（東中）
佐々木いずみ (京極小)

柴田  寛士 (桜町中)
小原 いつか(赤井川小)
齋藤　一真 (倶知安中)

小西　淳樹（黒川小）
齋藤　賢一（沢町小）

講　　　　　　　師

鎌田　由美（東中）
中村　眞美（幸小）

岩井　健太（東中）
和田　知也（京極中）

高橋　一弘（近藤小）
金澤　保弘（余別小）

岩本美奈子（倶知安小）
中邨　瑛子（東陽小）

惣万　大輝（朝里中）
秋元　　雪（花園小）

松林　　純（西陵小）
髙木　妙子（大川小）
渡邉　雅代（高島小）

－ 8 －



研修講座

期　　日

１．

２．

３．

４．

【研究協議及び交流】

（学校経営計画や月別学校運営計画、関与計画、小中連携に係わる資料）

10:30 10:40

　信頼される学校づくりを目指し、組織的・機能的な学校経営の在り方を学ぶと
ともに、教頭としての関与の在り方や課題について考える。

　令和２年　８月５日（水）

②学校経営Ⅱ（教頭）

日　　程
昼
　
　
食

新学習指導要領実施
における新たな学校
づくりと教頭の役割

開
　
講
　
式

54:5105:11 12:50　 13:30 13:40  　14:20 14:40

閉
　
講
　
式

休
　
　
憩

休
　
　
憩

講義２

　小中学校　教頭

　

 倶知安町文化福祉センター　２Ｆ公民館中ホール
　　(　問い合わせ先　　後志教育研修センター　0136-22-1337　)

研修の内容

目　　的

対 象 者

新学習指導要領実施における新たな学校づくりと教頭の役割【公開講義】

会　　場

信頼される学校づくりを目指す教頭の職務と課題①　【講義１】

研究協議及びグループによる実践交流（主に小中連携、その他学校課題）　

信頼される学校づくりを目指す教頭の職務と課題②　【講義２】

持参品など

講　　師

　◎ 久米　達夫（古平町立古平中学校　教頭）

　 　植松　真将（小樽市立手宮中央小学校　教頭）

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班　主査

・学校運営に係る資料

研究協議及び交流公開講義 講義１

研究協議及びグ
ループによる実践
交流
（主に小中連携、
その他学校課題）

全
体
交
流

教頭が元気に楽しく学校運営することを目指して

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
教
頭
の
職
務
と
課
題
①

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
教
頭
の
職
務
と
課
題
②

－ 9 －



研修講座

期　　日

１．

２．

３．

４．

【研究協議及び交流】

（学校経営計画や月別学校運営計画、関与計画、小中連携に係わる資料）

10:30 10:40

　信頼される学校づくりを目指し、組織的・機能的な学校経営の在り方を学ぶと
ともに、教頭としての関与の在り方や課題について考える。

　令和２年　８月５日（水）

②学校経営Ⅱ（教頭）

日　　程
昼
　
　
食

新学習指導要領実施
における新たな学校
づくりと教頭の役割

開
　
講
　
式

54:5105:11 12:50　 13:30 13:40  　14:20 14:40

閉
　
講
　
式

休
　
　
憩

休
　
　
憩

講義２

　小中学校　教頭

　

 倶知安町文化福祉センター　２Ｆ公民館中ホール
　　(　問い合わせ先　　後志教育研修センター　0136-22-1337　)

研修の内容

目　　的

対 象 者

新学習指導要領実施における新たな学校づくりと教頭の役割【公開講義】

会　　場

信頼される学校づくりを目指す教頭の職務と課題①　【講義１】

研究協議及びグループによる実践交流（主に小中連携、その他学校課題）　

信頼される学校づくりを目指す教頭の職務と課題②　【講義２】

持参品など

講　　師

　◎ 久米　達夫（古平町立古平中学校　教頭）

　 　植松　真将（小樽市立手宮中央小学校　教頭）

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班　主査

・学校運営に係る資料

研究協議及び交流公開講義 講義１

研究協議及びグ
ループによる実践
交流
（主に小中連携、
その他学校課題）

全
体
交
流

教頭が元気に楽しく学校運営することを目指して

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
教
頭
の
職
務
と
課
題
①

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
教
頭
の
職
務
と
課
題
②

－10－



期　　日

　◎髙橋　健悟（倶知安町立倶知安小学校　主幹教諭）

　変化の激しい時代の中、学校には一体となった組織的な力が求められて
いる。それらを生かした教職員の経営参画の在り方や分掌間の連携につい
て研修する。

研修の内容

　令和２年　７月１０日（金）

対 象 者

会　　場

目　　的

　小中学校　教職員

　後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337)

③教職員のカリキュラム・マネジメント 研修講座

３．学校課題を解決するために【研究協議】

各学校の組織の見
直しと取り組みに
ついて

持参品など

閉
　
講
　
式

　運営計画資料（学校評価結果等　学校課題がわかるもの）

開
　
講
　
式

休
　
　
憩

昼
　
　
食

　　村上　慎司（余市町立西中学校　教頭）

議協究研義講

日　　程

15:45

講　　師

　　山田　晃弘（小樽市立稲穂小学校　主幹教諭）

01:4105:11

学校課題を解
決するために

演習

各学校の組織の見直
しと取り組みの交流

各学校の組織の見直しと取り組みについて【講義】１．

各学校の組織の見直しと取り組みの交流【演習】２．

05:3103:01 12:5010:40

より良い学校づくりを目指して

－11－



期　　日

　◎髙橋　健悟（倶知安町立倶知安小学校　主幹教諭）

　変化の激しい時代の中、学校には一体となった組織的な力が求められて
いる。それらを生かした教職員の経営参画の在り方や分掌間の連携につい
て研修する。

研修の内容

　令和２年　７月１０日（金）

対 象 者

会　　場

目　　的

　小中学校　教職員

　後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337)

③教職員のカリキュラム・マネジメント 研修講座

３．学校課題を解決するために【研究協議】

各学校の組織の見
直しと取り組みに
ついて

持参品など

閉
　
講
　
式

　運営計画資料（学校評価結果等　学校課題がわかるもの）

開
　
講
　
式

休
　
　
憩

昼
　
　
食

　　村上　慎司（余市町立西中学校　教頭）

議協究研義講

日　　程

15:45

講　　師

　　山田　晃弘（小樽市立稲穂小学校　主幹教諭）

01:4105:11

学校課題を解
決するために

演習

各学校の組織の見直
しと取り組みの交流

各学校の組織の見直しと取り組みについて【講義】１．

各学校の組織の見直しと取り組みの交流【演習】２．

05:3103:01 12:5010:40

より良い学校づくりを目指して

－12－



期　　日

10:30 10:40

持参品など
交流で話題にしたい課題や事例を準備して下さい。
（資料の作成は必要ありません）

学級経営の視点で見た小中連携の在り方　【演習・交流２】

講　　師

　◎藤島　徹哉（余市町立東中学校　教諭)

　　浅井　貴広（蘭越町立蘭越小学校　教諭）

講義

昼
　
　
食

演習・交流１

休
　
　
憩

演習・交流２

日　　程

11:50 12:50 14:10

開
　
講
　
式

閉
　
講
　
式

小学校・中学校の
学級経営の実際

参加者が直面してい
る学級経営上の課題

学級経営の視点で
見た小中連携の在
り方

14:30 15:45

参加者が直面している学級経営上の課題　【演習・交流１】

３．

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ） 研修講座

　令和２年　９月８日（火）

対 象 者 　小中学校　教職員

目　　的
　児童生徒が安心できる集団づくりを目指した学級経営の在り方について研修
する。　～事例研修を通して～

会　　場 　後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337）

研修の内容

１． 小学校・中学校の学級経営の実際　【講義】

２．

教育相談と生徒指導の充実を目指して

－13－



期　　日

10:30 10:40

持参品など
交流で話題にしたい課題や事例を準備して下さい。
（資料の作成は必要ありません）

学級経営の視点で見た小中連携の在り方　【演習・交流２】

講　　師

　◎藤島　徹哉（余市町立東中学校　教諭)

　　浅井　貴広（蘭越町立蘭越小学校　教諭）

講義

昼
　
　
食

演習・交流１

休
　
　
憩

演習・交流２

日　　程

11:50 12:50 14:10

開
　
講
　
式

閉
　
講
　
式

小学校・中学校の
学級経営の実際

参加者が直面してい
る学級経営上の課題

学級経営の視点で
見た小中連携の在
り方

14:30 15:45

参加者が直面している学級経営上の課題　【演習・交流１】

３．

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ） 研修講座

　令和２年　９月８日（火）

対 象 者 　小中学校　教職員

目　　的
　児童生徒が安心できる集団づくりを目指した学級経営の在り方について研修
する。　～事例研修を通して～

会　　場 　後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337）

研修の内容

１． 小学校・中学校の学級経営の実際　【講義】

２．

教育相談と生徒指導の充実を目指して

－14－
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⑫ 国 語 科 研修講座

期　　日

・１日目　新学習指導要領、担当学年の教科書
・２日目　「書く」における交流のための資料
　　　　　（ワークシートや作文、詩など、日常の取り組みがわかるもの）

　　11:50

持参品など

講　　師

　　田中　あけみ（小樽市潮見台小学校　教諭） 

　◎原田　美穂子（留寿都村立留寿都中学校　教諭）

  ◇講演　水戸部　修治 氏（京都女子大学発達教育学部教育学科 教授）

　◇外部講師　後志教育局義務教育指導班指導主事

第
　
二
　
日

10:30

講義２    研究協議

潮見台小公開研
と兼ねて

　　中軽米 真智子(積丹町立日司小学校　教諭) 

目　　的
　国語科指導の充実を目指し、子ども一人ひとりの個性を生かし、学ぶ意欲を育
む指導の在り方について研修する。

　
　
休
　
　
憩

10:40 15:4510:30

演習

指導案作成、交流

実践交流

　
実践上の悩み交流

日　　程

第
　
一
　
日

開
　
講
　
式

講演
水戸部修治氏

13:15 14:00　14:15

　令和２年　９月４日（金）・　１１月９日（月）

対 象 者 　小中学校　教職員

※本研修講座の２日目午後
　からは、潮見台小公開研
　究会と兼ねて行います。

３． 指導案作成、交流【演習】

（２日目）：小樽市立潮見台小学校（℡　0134-23-9251）

４． 実践上の悩み交流【実践交流】

新学習指導要領における国語科の趣旨と方向性について【公開講義１】

会　　場

研修の内容

潮見台小学校公開研【授業実践】

７． 研究協議、交流【研究協議】

１．

６．

（１日目）：後志教育研修センター（℡　0136-22-1337)

５． 「書く」の実践交流【講義２】

８． 講演（潮見台小学校公開研究会：水戸部修治　氏）【公開講義２】

15:10 16:40

公開講義２

「書く」の実践交流

　
昼
　
食

授業実践

潮見台小公開研
と兼ねて

　
休
　
憩

新学習指導
要領におけ
る国語科の
趣旨と方向
性について

指導案作
りについ
て

   　11:30    11:50   12:50             14:10  14:30

２． 指導案作りについて【講義１】

公開講義
１

講義１
　
　
昼
　
　
食

新学習指導要領の趣旨を生かした授業づくり
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⑫ 国 語 科 研修講座

期　　日

・１日目　新学習指導要領、担当学年の教科書
・２日目　「書く」における交流のための資料
　　　　　（ワークシートや作文、詩など、日常の取り組みがわかるもの）

　　11:50

持参品など

講　　師

　　田中　あけみ（小樽市潮見台小学校　教諭） 

　◎原田　美穂子（留寿都村立留寿都中学校　教諭）

  ◇講演　水戸部　修治 氏（京都女子大学発達教育学部教育学科 教授）

　◇外部講師　後志教育局義務教育指導班指導主事

第
　
二
　
日

10:30

講義２    研究協議

潮見台小公開研
と兼ねて

　　中軽米 真智子(積丹町立日司小学校　教諭) 

目　　的
　国語科指導の充実を目指し、子ども一人ひとりの個性を生かし、学ぶ意欲を育
む指導の在り方について研修する。

　
　
休
　
　
憩

10:40 15:4510:30

演習

指導案作成、交流

実践交流

　
実践上の悩み交流

日　　程

第
　
一
　
日

開
　
講
　
式

講演
水戸部修治氏

13:15 14:00　14:15

　令和２年　９月４日（金）・　１１月９日（月）

対 象 者 　小中学校　教職員

※本研修講座の２日目午後
　からは、潮見台小公開研
　究会と兼ねて行います。

３． 指導案作成、交流【演習】

（２日目）：小樽市立潮見台小学校（℡　0134-23-9251）

４． 実践上の悩み交流【実践交流】

新学習指導要領における国語科の趣旨と方向性について【公開講義１】

会　　場

研修の内容

潮見台小学校公開研【授業実践】

７． 研究協議、交流【研究協議】

１．

６．

（１日目）：後志教育研修センター（℡　0136-22-1337)

５． 「書く」の実践交流【講義２】

８． 講演（潮見台小学校公開研究会：水戸部修治　氏）【公開講義２】

15:10 16:40

公開講義２

「書く」の実践交流

　
昼
　
食

授業実践

潮見台小公開研
と兼ねて

　
休
　
憩

新学習指導
要領におけ
る国語科の
趣旨と方向
性について

指導案作
りについ
て

   　11:30    11:50   12:50             14:10  14:30

２． 指導案作りについて【講義１】

公開講義
１

講義１
　
　
昼
　
　
食

新学習指導要領の趣旨を生かした授業づくり
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⑬ 社 会 科

期　　日

小中連携を意識した授業づくり【授業実践】

小中連携を意
識した授業づ
くり

演習３
閉
　
講
　
式

社会科における小
中連携
（地図帳の活用）

休
　
憩

14:3014:10

二学期に活用でき
る指導案づくり②

二学期に活用でき
る指導案づくり①

休
　
憩

15:45

演習２

演習４公開講義

新学習指導要領における社会
科の趣旨と方向性について

ワークショップ型
研究協議

第
　
一
　
日

研究協議

日　　程

12:50

開
　
講
　
式

10:30

第
　
二
　
日

昼
　
食

11:50 12:50

昼
　
食

演習１ 授業実践

授業づくり
（指導案の
説明）

10:30 10:40

５．

４．

６． 二学期に活用できる指導案づくり①【演習３】

新学習指導要領における社会科の趣旨と方向性について【公開講義】

３． ワークショップ型研究協議【研究協議】

15:4514:30

二学期に活用できる指導案づくり②【演習４】７．

研修講座

　令和２年　７月　１日（水）・ ８月２５日（火）

　社会科指導の充実を目指し、自ら学ぶ意欲と多面的・多角的な見方・考え方を
育てる指導のあり方について研修する。

会　　場

　小中学校　教職員対 象 者

（２日目）：後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337）

（１日目）：倶知安町立倶知安中学校（℡ 0136-22-0192）

目　　的

研修の内容

１． 授業づくり（指導案の説明）【演習１】

社会科における小中連携（地図帳の活用）【演習２】

11:50 14:10

２．

持参品など

講　　師

　◎ 宇野　嘉純（小樽市立長橋小学校　主幹教諭）

　　 髙橋　大樹（真狩村立御保内小学校　教諭)

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

　　 小山　正博（倶知安町立倶知安中学校　教諭)

社会科の教科書、地図帳、副読本

主体的・対話的な学びを通した思考力等の育成

期　　日

１．

２．

３．

４．

５．授業実践【授業実践２】

６．ワークショップ型研究協議および交流【研究協議および交流２・演習３】

　10:40 

ワークショップ型研究協議および交流、単元計画作成演習

【研究協議および交流１・演習１】　　　　　

指導案検討、実践交流、演習【講義２・演習２】

会　　場
（１日目）：小樽市立銭函小学校（℡　0134-62-2004）

（２日目）：京極町立京極中学校（℡　0136-42-2160）

研修の内容

単元構成の作り方、指導案検討【講義１】

授業実践【授業実践１】

14:3011:50 12:50

　　　　　

15:4510:30

05:1103:01

第
　
一
　
日

14:10

　
昼
　
　
食

昼
　
食

日　　程
12:50

開
　
講
　
式

授業実践２

授業実践

14:10

休
　
憩

講義２・演習２

指導案検討、実践交流、
演習

第
　
二
　
日

授業実践１講義１

単元構成の作り
方、指導案検討

授業実践

持参品など

講　　師

　◎菊地　勇人（京極町立京極中学校　教諭） 

　  新川　志帆（赤井川村立都小学校　教諭）

　　佐藤　　充（小樽市立銭函小学校　教諭）

単元計画作成のための教科書及び資料

⑭ 算 数 ・ 数 学 科 研修講座

　令和２年　５月２０日（水）・　８月３１日（月）

目　　的 　新学習指導要領を踏まえた算数・数学の授業の在り方について研修する。

　

対 象 者 　小中学校　教職員

閉
　
講
　
式

　
休
　
憩

14:30 15:45

研究協議および
交流２・演習３

ワークショップ型研
究協議および交流

研究協議および
交流１・演習１

ワークショップ型研
究協議および交流、
単元計画作成演習

主体的に子どもが学ぶ単元構成の工夫
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⑬ 社 会 科

期　　日

小中連携を意識した授業づくり【授業実践】

小中連携を意
識した授業づ
くり

演習３
閉
　
講
　
式

社会科における小
中連携
（地図帳の活用）

休
　
憩

14:3014:10

二学期に活用でき
る指導案づくり②

二学期に活用でき
る指導案づくり①

休
　
憩

15:45

演習２

演習４公開講義

新学習指導要領における社会
科の趣旨と方向性について

ワークショップ型
研究協議

第
　
一
　
日

研究協議

日　　程

12:50

開
　
講
　
式

10:30

第
　
二
　
日

昼
　
食

11:50 12:50

昼
　
食

演習１ 授業実践

授業づくり
（指導案の
説明）

10:30 10:40

５．

４．

６． 二学期に活用できる指導案づくり①【演習３】

新学習指導要領における社会科の趣旨と方向性について【公開講義】

３． ワークショップ型研究協議【研究協議】

15:4514:30

二学期に活用できる指導案づくり②【演習４】７．

研修講座

　令和２年　７月　１日（水）・ ８月２５日（火）

　社会科指導の充実を目指し、自ら学ぶ意欲と多面的・多角的な見方・考え方を
育てる指導のあり方について研修する。

会　　場

　小中学校　教職員対 象 者

（２日目）：後志教育研修センター　（℡ 0136-22-1337）

（１日目）：倶知安町立倶知安中学校（℡ 0136-22-0192）

目　　的

研修の内容

１． 授業づくり（指導案の説明）【演習１】

社会科における小中連携（地図帳の活用）【演習２】

11:50 14:10

２．

持参品など

講　　師

　◎ 宇野　嘉純（小樽市立長橋小学校　主幹教諭）

　　 髙橋　大樹（真狩村立御保内小学校　教諭)

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

　　 小山　正博（倶知安町立倶知安中学校　教諭)

社会科の教科書、地図帳、副読本

主体的・対話的な学びを通した思考力等の育成

期　　日

１．

２．

３．

４．

５．授業実践【授業実践２】

６．ワークショップ型研究協議および交流【研究協議および交流２・演習３】

　10:40 

ワークショップ型研究協議および交流、単元計画作成演習

【研究協議および交流１・演習１】　　　　　

指導案検討、実践交流、演習【講義２・演習２】

会　　場
（１日目）：小樽市立銭函小学校（℡　0134-62-2004）

（２日目）：京極町立京極中学校（℡　0136-42-2160）

研修の内容

単元構成の作り方、指導案検討【講義１】

授業実践【授業実践１】

14:3011:50 12:50

　　　　　

15:4510:30

05:1103:01

第
　
一
　
日

14:10

　
昼
　
　
食

昼
　
食

日　　程
12:50

開
　
講
　
式

授業実践２

授業実践

14:10

休
　
憩

講義２・演習２

指導案検討、実践交流、
演習

第
　
二
　
日

授業実践１講義１

単元構成の作り
方、指導案検討

授業実践

持参品など

講　　師

　◎菊地　勇人（京極町立京極中学校　教諭） 

　  新川　志帆（赤井川村立都小学校　教諭）

　　佐藤　　充（小樽市立銭函小学校　教諭）

単元計画作成のための教科書及び資料

⑭ 算 数 ・ 数 学 科 研修講座

　令和２年　５月２０日（水）・　８月３１日（月）

目　　的 　新学習指導要領を踏まえた算数・数学の授業の在り方について研修する。

　

対 象 者 　小中学校　教職員

閉
　
講
　
式

　
休
　
憩

14:30 15:45

研究協議および
交流２・演習３

ワークショップ型研
究協議および交流

研究協議および
交流１・演習１

ワークショップ型研
究協議および交流、
単元計画作成演習

主体的に子どもが学ぶ単元構成の工夫
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⑯ 英 語 科

期　　日

15:45 16:0010:30 11:50 12:50 14:10 14:30

小学校外国語科
（外国語活動）と
の連携について

第
　
二
　
日

研究協議授業実践

英語科授業公開

休
　
憩

持参品など

講　　師

　◎小林　民治（仁木町立仁木中学校　教諭)

　　鈴木　梨沙（岩内町立岩内第一中学校　教諭)

　　山﨑　史朗（小樽市立菁園中学校　教諭）

（１日目）日常の授業実践資料を２０部ほど持参してください。
（２日目）小中連携に関わる資料等があれば持参してください。

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

日　　程

演習

参加者による実践
紹介と交流

15:45

アクティブ・ラーニン
グの視点からの授業づ
くり

閉
　
講
　
式

ワークショップ型研究
協議

昼
　
食

交流２

第
　
一
　
日

新学習指導要領にお
ける英語科の趣旨と
方向性について

昼
　
食

研修講座

　令和２年　６月９日（火）・　１０月１３日（火）

研修の内容

１．

　新学習指導要領の全面実施に向けた授業づくりについて研修する。

会　　場

３．

対 象 者

目　　的

　小中学校　教職員

（２日目）：岩内町立岩内第一中学校（℡　0135-62-0333)

新学習指導要領における英語科の趣旨と方向性について【公開講義】

（１日目）：後志教育研修センター　（℡　0136-22-1337)

アクティブ・ラーニングの視点からの授業づくり【演習】

10:30 11:50

５． ワークショップ型研究協議 【研究協議】

６．

14:3014:10

４． 英語科授業公開　【授業実践】

２．

公開講義

参加者による実践紹介と交流【交流１】

交流１

休
　
憩

12:5010:40

小学校外国語科（外国語活動）との連携について【交流２】

開
　
講
　
式

新学習指導要領に向けた授業改善を目指して
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⑯ 英 語 科

期　　日

15:45 16:0010:30 11:50 12:50 14:10 14:30

小学校外国語科
（外国語活動）と
の連携について

第
　
二
　
日

研究協議授業実践

英語科授業公開

休
　
憩

持参品など

講　　師

　◎小林　民治（仁木町立仁木中学校　教諭)

　　鈴木　梨沙（岩内町立岩内第一中学校　教諭)

　　山﨑　史朗（小樽市立菁園中学校　教諭）

（１日目）日常の授業実践資料を２０部ほど持参してください。
（２日目）小中連携に関わる資料等があれば持参してください。

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

日　　程

演習

参加者による実践
紹介と交流

15:45

アクティブ・ラーニン
グの視点からの授業づ
くり

閉
　
講
　
式

ワークショップ型研究
協議

昼
　
食

交流２

第
　
一
　
日

新学習指導要領にお
ける英語科の趣旨と
方向性について

昼
　
食

研修講座

　令和２年　６月９日（火）・　１０月１３日（火）

研修の内容

１．

　新学習指導要領の全面実施に向けた授業づくりについて研修する。

会　　場

３．

対 象 者

目　　的

　小中学校　教職員

（２日目）：岩内町立岩内第一中学校（℡　0135-62-0333)

新学習指導要領における英語科の趣旨と方向性について【公開講義】

（１日目）：後志教育研修センター　（℡　0136-22-1337)

アクティブ・ラーニングの視点からの授業づくり【演習】

10:30 11:50

５． ワークショップ型研究協議 【研究協議】

６．

14:3014:10

４． 英語科授業公開　【授業実践】

２．

公開講義

参加者による実践紹介と交流【交流１】

交流１

休
　
憩

12:5010:40

小学校外国語科（外国語活動）との連携について【交流２】

開
　
講
　
式

新学習指導要領に向けた授業改善を目指して
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⑲ 道 徳 科

期　　日

１．

２．

３．

10:40

日　　程

会　　場

研修の内容

道徳科の授業づくり（小学校・中学校）、道徳科の評価【講義】

閉
　
講
　
式

開
　
講
　
式

10:30 　　15:45

休
　
　
憩

研究協議

授業実践を受けた
協議（ワーク
ショップ型）、
道徳科に関する質
疑応答

昼
　
　
食

講義

道徳科の授業づく
り（小学校・中学
校）、
道徳科の評価

持参品など

講　　師

◎ 齋藤　直哉（小樽市立朝里小学校　教諭)

　 野口　貴史（積丹町立野塚小学校　教諭）

　

　 山本　啓太（岩内町立岩内第一中学校　教諭）

対 象 者

目　　的 　教科書を用いた道徳科の授業づくりと評価の在り方について研修する。

　　　　　 

　岩内町立岩内第一中学校　（℡　0135-62-0333)

授業実践を受けた協議（ワークショップ型）、道徳科に関する質疑応答

【研究協議】

授業公開【授業実践】

　小中学校　教職員

授業実践

授業公開

　　　12:25　　13:25　　　　　 14:15　　14:25

研修講座

　令和２年　９月　７日（月）

教科書を用いた道徳科の授業づくり

－27－



⑲ 道 徳 科

期　　日

１．

２．

３．

10:40

日　　程

会　　場

研修の内容

道徳科の授業づくり（小学校・中学校）、道徳科の評価【講義】

閉
　
講
　
式

開
　
講
　
式

10:30 　　15:45

休
　
　
憩

研究協議

授業実践を受けた
協議（ワーク
ショップ型）、
道徳科に関する質
疑応答

昼
　
　
食

講義

道徳科の授業づく
り（小学校・中学
校）、
道徳科の評価

持参品など

講　　師

◎ 齋藤　直哉（小樽市立朝里小学校　教諭)

　 野口　貴史（積丹町立野塚小学校　教諭）

　

　 山本　啓太（岩内町立岩内第一中学校　教諭）

対 象 者

目　　的 　教科書を用いた道徳科の授業づくりと評価の在り方について研修する。

　　　　　 

　岩内町立岩内第一中学校　（℡　0135-62-0333)

授業実践を受けた協議（ワークショップ型）、道徳科に関する質疑応答

【研究協議】

授業公開【授業実践】

　小中学校　教職員

授業実践

授業公開

　　　12:25　　13:25　　　　　 14:15　　14:25

研修講座

　令和２年　９月　７日（月）

教科書を用いた道徳科の授業づくり

－28－



期　　日

１．

研修の内容

授業でのＩＣＴ活用とプログラミング教育の考え方【講義】

　プログラミング教育の考え方と実際の授業づくり。タブレットなどのＩＣＴの
活用について。

目　　的

会　　場

～プログラミング教材の体験～　【演習２】

プログラミング的思考を取り入れた授業の実際

　余市町立沢町小学校（℡ 0135-22-3941)

２． ＩＣＴの授業での活用の実際

14:30

㉒ Ｉ Ｃ Ｔ 研修講座

　令和２年　７月３０日（木）

　小中学校　教職員　対 象 者

持参品など

講　　師
◎ 小西　淳樹（余市町立黒川小学校　主幹教諭）

 　齋藤　賢一（余市町立沢町小学校　教諭）

11:50 12:50

休
　
　
　
憩

昼
　
　
　
食

第
　
一
　
日

～小中学校でのタブレット（iPadなど）の活用～　【演習１】

３．

閉
　
講
　
式

15:4514:10

講義 演習１ 演習２

ＩＣＴの授業での
活用の実際

～小中学校のタブ
レット（iPadな
ど）の活用～

プログラミング的思考
を取り入れた授業の実
際

～プログラミング教材
の体験～

日　　程

開
　
講
　
式

授業でのＩＣＴ活
用とプログラミン
グ教育の考え方

10:30 10:40

ＩＣＴの活用とプログラミング教育の授業づくりを目指して

－29－



期　　日

１．

研修の内容

授業でのＩＣＴ活用とプログラミング教育の考え方【講義】

　プログラミング教育の考え方と実際の授業づくり。タブレットなどのＩＣＴの
活用について。

目　　的

会　　場

～プログラミング教材の体験～　【演習２】

プログラミング的思考を取り入れた授業の実際

　余市町立沢町小学校（℡ 0135-22-3941)

２． ＩＣＴの授業での活用の実際

14:30

㉒ Ｉ Ｃ Ｔ 研修講座

　令和２年　７月３０日（木）

　小中学校　教職員　対 象 者

持参品など

講　　師
◎ 小西　淳樹（余市町立黒川小学校　主幹教諭）

 　齋藤　賢一（余市町立沢町小学校　教諭）

11:50 12:50

休
　
　
　
憩

昼
　
　
　
食

第
　
一
　
日

～小中学校でのタブレット（iPadなど）の活用～　【演習１】

３．

閉
　
講
　
式

15:4514:10

講義 演習１ 演習２

ＩＣＴの授業での
活用の実際

～小中学校のタブ
レット（iPadな
ど）の活用～

プログラミング的思考
を取り入れた授業の実
際

～プログラミング教材
の体験～

日　　程

開
　
講
　
式

授業でのＩＣＴ活
用とプログラミン
グ教育の考え方

10:30 10:40

ＩＣＴの活用とプログラミング教育の授業づくりを目指して

－30－



期　　日

１．

２．

３．

会　　場

目　　的

10:40 11:4510:30

㉓ 学 校 保 健 研修講座

　令和２年　７月　１３日（月）

対 象 者 　小中学校　養護教諭

持参品など

講　　師
　  中村　眞美（小樽市立幸小学校　養護教諭）

  ◎鎌田　由美（余市町立東中学校　養護教諭）

  ◇外部講師　杉本　英樹　氏

後志教育研修センター　（℡ 0136－22－1337）

日々の実践から思う
こと

日々の実践から思うこと【講義２】

12:45

講演
「おもちゃを通し
て子どもたちにつ
いて考える」（仮
題）

日常執務の充実を目指して【講義１】

　学校保健の充実を目指し、一人ひとりの子どもたちが今当面する諸問題を取り上
げ、その望ましい指導の在り方について研修する。

15:45

休
　
　
憩

日常執務の充実を目
指して

閉
　
講
　
式

研修の内容

日　　程

開
　
講
　
式

講義１ 講義２ 公開講義

昼
　
　
食

13:50　14:00

講演「おもちゃを通して子どもたちについて考える」（仮題）【公開講義】

　　　　　　　　　　　　（小樽市　ハンズオントーイ　キンダーリープ　店長）

学校保健の今日的な課題解決を目指して

－31－



期　　日

１．

２．

３．

会　　場

目　　的

10:40 11:4510:30

㉓ 学 校 保 健 研修講座

　令和２年　７月　１３日（月）

対 象 者 　小中学校　養護教諭

持参品など

講　　師
　  中村　眞美（小樽市立幸小学校　養護教諭）

  ◎鎌田　由美（余市町立東中学校　養護教諭）

  ◇外部講師　杉本　英樹　氏

後志教育研修センター　（℡ 0136－22－1337）

日々の実践から思う
こと

日々の実践から思うこと【講義２】

12:45

講演
「おもちゃを通し
て子どもたちにつ
いて考える」（仮
題）

日常執務の充実を目指して【講義１】

　学校保健の充実を目指し、一人ひとりの子どもたちが今当面する諸問題を取り上
げ、その望ましい指導の在り方について研修する。

15:45

休
　
　
憩

日常執務の充実を目
指して

閉
　
講
　
式

研修の内容

日　　程

開
　
講
　
式

講義１ 講義２ 公開講義

昼
　
　
食

13:50　14:00

講演「おもちゃを通して子どもたちについて考える」（仮題）【公開講義】

　　　　　　　　　　　　（小樽市　ハンズオントーイ　キンダーリープ　店長）

学校保健の今日的な課題解決を目指して

－32－



㉖ 食　育

期　　日

１．

２．

３．

持参品など

講　　師

　◎岩本 美奈子（倶知安町立倶知安小学校　栄養教諭）

　  中邨　瑛子 （共和町立東陽小学校　栄養教諭）

  ◇外部講師　遠藤　晋一郎　氏（ニチワ電機札幌営業所長）

　白衣、帽子、靴、マスク、検便検査結果表、

　食に関する指導資料
（全体計画、年間指導計画、指導案、献立表、給食だより）

研修講座

　令和２年　７月　２９日（水）

会　　場

　小中学校栄養教諭　　栄養職員　　栄養士　　小中学校教職員対 象 者

目　　的

閉
　
講
　
式

スチームコンベク
ションを使用した
献立について
（実習）

休
　
　
憩

10:30

食育の授業実践を
ＤＶＤで視聴

研究協議、まと
め、各校の食育の
取り組みの交流

研究協議
及び交流

スチームコンベクションを使用した献立について（実習）【公開講義】

15:4511:50 12:50

公開講義

　食に関わる指導の充実を目指し、児童生徒の健全な食習慣を育む望ましい指
導の在り方について研修する。

開
　
講
　
式

昼
　
　
食

　　共和町立学校給食センター（℡　0135-73-2267）

ＤＶＤ視聴

研修の内容

日　　程

14:10 14:30

研究協議、まとめ、各校の食育の取り組みの交流【研究協議及び交流】

食育の授業実践をＤＶＤで視聴【ＤＶＤ視聴】

10:40

望ましい食習慣の定着を目指して

－33－



㉖ 食　育

期　　日

１．

２．

３．

持参品など

講　　師

　◎岩本 美奈子（倶知安町立倶知安小学校　栄養教諭）

　  中邨　瑛子 （共和町立東陽小学校　栄養教諭）

  ◇外部講師　遠藤　晋一郎　氏（ニチワ電機札幌営業所長）

　白衣、帽子、靴、マスク、検便検査結果表、

　食に関する指導資料
（全体計画、年間指導計画、指導案、献立表、給食だより）

研修講座

　令和２年　７月　２９日（水）

会　　場

　小中学校栄養教諭　　栄養職員　　栄養士　　小中学校教職員対 象 者

目　　的

閉
　
講
　
式

スチームコンベク
ションを使用した
献立について
（実習）

休
　
　
憩

10:30

食育の授業実践を
ＤＶＤで視聴

研究協議、まと
め、各校の食育の
取り組みの交流

研究協議
及び交流

スチームコンベクションを使用した献立について（実習）【公開講義】

15:4511:50 12:50

公開講義

　食に関わる指導の充実を目指し、児童生徒の健全な食習慣を育む望ましい指
導の在り方について研修する。

開
　
講
　
式

昼
　
　
食

　　共和町立学校給食センター（℡　0135-73-2267）

ＤＶＤ視聴

研修の内容

日　　程

14:10 14:30

研究協議、まとめ、各校の食育の取り組みの交流【研究協議及び交流】

食育の授業実践をＤＶＤで視聴【ＤＶＤ視聴】

10:40

望ましい食習慣の定着を目指して

－34－



期　　日

１．

２．美しい行書の書き方【実技研修２】

３．

持参品など

54:5104:01

閉
　
講
　
式

美しい楷書の書き方
子どもの作品の見
方、授業実践交流

講　　師

開
　
講
　
式

実技研修１

昼
　
　
食

実技研修２

休
　
　
憩

　　秋元　　雪（小樽市立花園小学校　教諭）

目　　的
　書写に関する基礎的な知識や技能を習得するとともに、思考力・判断力・表
現力を高める指導の在り方について研修する。

会　　場 　後志教育研修センター （℡ 0136-22-1337）

研修の内容

美しい楷書の書き方【実技研修１】

子どもの作品の見方、授業実践交流【交流】

日　　程

10:30

交流

・書道セット
・筆記用具
・新聞（１、２部）
・当該学年の教科書

㉗ 書  写  実  技 研修講座

　令和２年　８月　６日（木）

対 象 者 　小中学校　教職員

12:50 14:10 14:30

　◎惣万　大輝（小樽市立朝里中学校　教諭）

11:50

美しい行書の書き
方

みんなで解決、書写指導の悩み

－35－



期　　日

１．

２．美しい行書の書き方【実技研修２】

３．

持参品など

54:5104:01

閉
　
講
　
式

美しい楷書の書き方
子どもの作品の見
方、授業実践交流

講　　師

開
　
講
　
式

実技研修１

昼
　
　
食

実技研修２

休
　
　
憩

　　秋元　　雪（小樽市立花園小学校　教諭）

目　　的
　書写に関する基礎的な知識や技能を習得するとともに、思考力・判断力・表
現力を高める指導の在り方について研修する。

会　　場 　後志教育研修センター （℡ 0136-22-1337）

研修の内容

美しい楷書の書き方【実技研修１】

子どもの作品の見方、授業実践交流【交流】

日　　程

10:30

交流

・書道セット
・筆記用具
・新聞（１、２部）
・当該学年の教科書

㉗ 書  写  実  技 研修講座

　令和２年　８月　６日（木）

対 象 者 　小中学校　教職員

12:50 14:10 14:30

　◎惣万　大輝（小樽市立朝里中学校　教諭）

11:50

美しい行書の書き
方

みんなで解決、書写指導の悩み

－36－



Ⅴ
隔
年
開
催
講
座

㉙ ものづくり

期　　日

１．

２．

３．

11:50 12:50

開
　
講
　
式

休
　
　
憩

閉
　
講
　
式

木材加工実習②

実習２講義 実践交流・実習１

工具の使い方等につ
いて

木材加工・工具等に
関する実践交流
木材加工実習①

昼
　
　
食

　泊村立泊中学校（℡ 0135-75-2203)

研修の内容

木材加工実習【実習２】

木材加工・工具等に関する実践交流、木材加工実習

研修講座

　　14:10

　令和２年　８月　１８日（火）

対 象 者 　小中学校　教職員　

　14:30

工具の使い方等について【講義】

目　　的

会　　場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【実践交流・実習１】

学校にある工具や道具等を正しく、かつ安全に使用することができるようにす
るとともに、手軽にできるものづくりについて研修する。

54:5104:0103:01

日　　程

・汚れてもよい服装
・上靴
・筆記用具持参品など

講　　師   ◎小山　正幸（小樽市立桜町中学校　教頭)

　　伊勢　淳佑（泊村立泊中学校　教諭)

手軽にできるものづくり

Ⅴ
隔
年
開
催
講
座

 ㉚  生活科・総合的な学習の時間 研修講座

期　　日

１．

２．

３．

新学習指導要領に
おける生活科・総
合的な学習の時間
の趣旨と方向性に
ついて

（1）地域の教育資源
を活用した実践
（2）総合的な学習の
時間の小中連携例

小・中学校の授業の実践資料（年間計画、指導案、ワークシートなど）あればご
持参してください。

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

  ◎宮川　脩平（仁木町立仁木中学校　教諭）

　  土岐　龍大（黒松内町立黒松内小学校　教諭）

昼
　
　
食

休
　
　
憩

公開講義

各校の実践発表・
交流

閉
　
講
　
式

講義 研究協議及び交流

研修の内容

目　　的

会　　場

　令和２年　７月２９日（水）

対 象 者

各校の実践発表・交流【研究協議及び交流】

　小中学校教職員　社会教育担当者　　　

持参品など

日　　程

講　　師

開
　
講
　
式

15:45

　生活科・総合的な学習の時間の充実を目指し、自ら学ぶ意欲を育てる望ましい
活動展開の在り方について研修する。

　後志教育研修センター（℡ 0136-22-1337）

10:40

（2）総合的な学習の時間の小中連携例　【講義】

（1）地域の教育資源を活用した実践　　【講義】

03:4105:2105:1103:01 14:10

新学習指導要領における生活科・総合的な学習の時間の趣旨と方向性について
【公開講義】

探求的・協働的な学習指導の充実を目指して
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Ⅴ
隔
年
開
催
講
座

㉙ ものづくり

期　　日

１．

２．

３．

11:50 12:50

開
　
講
　
式

休
　
　
憩

閉
　
講
　
式

木材加工実習②

実習２講義 実践交流・実習１

工具の使い方等につ
いて

木材加工・工具等に
関する実践交流
木材加工実習①

昼
　
　
食

　泊村立泊中学校（℡ 0135-75-2203)

研修の内容

木材加工実習【実習２】

木材加工・工具等に関する実践交流、木材加工実習

研修講座

　　14:10

　令和２年　８月　１８日（火）

対 象 者 　小中学校　教職員　

　14:30

工具の使い方等について【講義】

目　　的

会　　場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【実践交流・実習１】

学校にある工具や道具等を正しく、かつ安全に使用することができるようにす
るとともに、手軽にできるものづくりについて研修する。

54:5104:0103:01

日　　程

・汚れてもよい服装
・上靴
・筆記用具持参品など

講　　師   ◎小山　正幸（小樽市立桜町中学校　教頭)

　　伊勢　淳佑（泊村立泊中学校　教諭)

手軽にできるものづくり

Ⅴ
隔
年
開
催
講
座

 ㉚  生活科・総合的な学習の時間 研修講座

期　　日

１．

２．

３．

新学習指導要領に
おける生活科・総
合的な学習の時間
の趣旨と方向性に
ついて

（1）地域の教育資源
を活用した実践
（2）総合的な学習の
時間の小中連携例

小・中学校の授業の実践資料（年間計画、指導案、ワークシートなど）あればご
持参してください。

　◇外部講師　　後志教育局義務教育指導班指導主事

  ◎宮川　脩平（仁木町立仁木中学校　教諭）

　  土岐　龍大（黒松内町立黒松内小学校　教諭）

昼
　
　
食

休
　
　
憩

公開講義

各校の実践発表・
交流

閉
　
講
　
式

講義 研究協議及び交流

研修の内容

目　　的

会　　場

　令和２年　７月２９日（水）

対 象 者

各校の実践発表・交流【研究協議及び交流】

　小中学校教職員　社会教育担当者　　　

持参品など

日　　程

講　　師

開
　
講
　
式

15:45

　生活科・総合的な学習の時間の充実を目指し、自ら学ぶ意欲を育てる望ましい
活動展開の在り方について研修する。

　後志教育研修センター（℡ 0136-22-1337）

10:40

（2）総合的な学習の時間の小中連携例　【講義】

（1）地域の教育資源を活用した実践　　【講義】

03:4105:2105:1103:01 14:10

新学習指導要領における生活科・総合的な学習の時間の趣旨と方向性について
【公開講義】

探求的・協働的な学習指導の充実を目指して
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氏名 所属 氏名 所属

学校経営Ⅱ（教頭）

③Ⅰ
　
学
校
・
学
級
づ
く
り
の
講
座

※講師の先生は、氏名の前に◎をつけて下さい。　　　　　　　　　　　　〈様式１〉はHPからダウンロードできます。

校学中校学小
講座名番号

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ）

⑥ 校 内 研 修

⑮

社 会 科

⑯ 英 語 科

教 職 員 の
カ リ キ ュ ラ ム ・
マ ネ ジ メ ン ト

④ 学 級 経 営 （ 基 礎 ）

理 科

⑧ 幼 保 小 の 連 携

⑨
学校と地域をつなぐ
社 会 教 育

⑬

〈様式１　〉　     令和2年度 後志教育研修センター研修講座 受講申込書
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　・　教育委員会　】

⑪
学 習 指 導
（ 授 業 改 善 ）

⑫ 国 語 科

⑩
学 習 指 導
（ 授 業 づ く り ）

⑦ 特 別 支 援 教 育

Ⅱ
　
実
践
と
授
業
づ
く
り
の
講
座

⑭ 算 数 ・ 数 学 科

① 学校経営Ⅰ（校長）

②

氏名 所属 氏名 所属

講座名 氏名 所属（小） 氏名 所属（中）

※公開講義のみ受講希望される方は、この欄にご記入ください。

氏名 所属（小） 氏名 所属（中）

⑲

⑱
外国語・外国語活動
（ 中 級 ）

講座名番号

⑰
外国語・外国語活動
（ 初 級 ）

生活科・総合的な
学 習 の 時 間

㉚

㉙

  ※半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）での申込み、また公開講義のみの受講も可能です。

Ⅴ
　
隔
年
開
催

講
座

講座名
【ミニ道研】

公開
講義

も の づ く り

○ブロック ７月２８日(火）教育局
①授業づくりの基礎　　　　　　　〈午前〉
②生徒指導の機能を生かした学級
 　経営　　　　　　　　　　　　　　　〈午後〉

○単独 ９月２５日(金）センター
①教育相談を生かした児童生徒理解・
　 保護者との協働　　　　　　 　〈午前〉
②小・中学校におけるプログラミング　
　 教育　　　　　　　　　　　　　　 〈午後〉

へ き 地 ・ 複 式 教 育

㉘

書 写 実 技

I C T

㉗

㉔ 学 校 事 務

㉖ 食 育

㉓ 学 校 保 健

⑳

道 徳 科

音 楽 科

読 書 活 動

㉑ 保 健 体 育 科

㉒

Ⅳ
　
専
門
性
を
高
め
る
講
座

Ⅲ
　
指
導
実
技
を
高
め
る

講
座

校学中校学小

Ⅱ
　
実
践
と
授
業
づ
く
り

の
講
座

㉕
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氏名 所属 氏名 所属

学校経営Ⅱ（教頭）

③Ⅰ
　
学
校
・
学
級
づ
く
り
の
講
座

※講師の先生は、氏名の前に◎をつけて下さい。　　　　　　　　　　　　〈様式１〉はHPからダウンロードできます。

校学中校学小
講座名番号

⑤ 学 級 経 営 （ 応 用 ）

⑥ 校 内 研 修

⑮

社 会 科

⑯ 英 語 科

教 職 員 の
カ リ キ ュ ラ ム ・
マ ネ ジ メ ン ト

④ 学 級 経 営 （ 基 礎 ）

理 科

⑧ 幼 保 小 の 連 携

⑨
学校と地域をつなぐ
社 会 教 育

⑬

〈様式１　〉　     令和2年度 後志教育研修センター研修講座 受講申込書
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　・　教育委員会　】

⑪
学 習 指 導
（ 授 業 改 善 ）

⑫ 国 語 科

⑩
学 習 指 導
（ 授 業 づ く り ）

⑦ 特 別 支 援 教 育

Ⅱ
　
実
践
と
授
業
づ
く
り
の
講
座

⑭ 算 数 ・ 数 学 科

① 学校経営Ⅰ（校長）

②

氏名 所属 氏名 所属

講座名 氏名 所属（小） 氏名 所属（中）

※公開講義のみ受講希望される方は、この欄にご記入ください。

氏名 所属（小） 氏名 所属（中）

⑲

⑱
外国語・外国語活動
（ 中 級 ）

講座名番号

⑰
外国語・外国語活動
（ 初 級 ）

生活科・総合的な
学 習 の 時 間

㉚

㉙

  ※半日日程（１日日程の場合）や１日日程（２日日程の場合）での申込み、また公開講義のみの受講も可能です。

Ⅴ
　
隔
年
開
催

講
座

講座名
【ミニ道研】

公開
講義

も の づ く り

○ブロック ７月２８日(火）教育局
①授業づくりの基礎　　　　　　　〈午前〉
②生徒指導の機能を生かした学級
 　経営　　　　　　　　　　　　　　　〈午後〉

○単独 ９月２５日(金）センター
①教育相談を生かした児童生徒理解・
　 保護者との協働　　　　　　 　〈午前〉
②小・中学校におけるプログラミング　
　 教育　　　　　　　　　　　　　　 〈午後〉

へ き 地 ・ 複 式 教 育

㉘

書 写 実 技

I C T

㉗

㉔ 学 校 事 務

㉖ 食 育

㉓ 学 校 保 健

⑳

道 徳 科

音 楽 科

読 書 活 動

㉑ 保 健 体 育 科

㉒

Ⅳ
　
専
門
性
を
高
め
る
講
座

Ⅲ
　
指
導
実
技
を
高
め
る

講
座

校学中校学小

Ⅱ
　
実
践
と
授
業
づ
く
り

の
講
座

㉕
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令和２年度

外部講師（公開講義）

1
学校経営Ⅰ
（校長）

後志教育局義務教育指導監

2
学校経営Ⅱ
（教頭）

後志教育局義務教育指導班主査

3
教職員の
カリキュラムマ
ネジメント

4 学級経営
(基礎)

5 学級経営
(応用)

6 校内研修

7
特別支援
教育

石狩市立花川小学校教諭　髙橋  健 氏

8
幼保小の
連携

医療法人社団　一視同仁会　札樽・すがた医院
作業療法士　中黒麗子 氏

9
学校と地域を
つなぐ
社会教育

道立生涯学習推進センター〈招聘予定〉

10 学習指導
（授業づくり）

11 学習指導
（授業改善）

12 国語科
京都女子大学発達教育学部 教授　水戸部修治 氏
後志教育局義務教育指導班指導主事

13 社会科 後志教育局義務教育指導班指導主事

14
算　数 ・
数学科

15 理　科 北海道立教育研究所附属理科センター研究研修主事

16 英語科 後志教育局義務教育指導班指導主事

17
外国語・外国語
活動(初級) 後志教育局義務教育指導班指導主事

18
外国語・外国語
活動(中級) 後志教育局義務教育指導班指導主事

19 道徳科

20 音楽科

21 保健体育科

22 I C T

23 学校保健
小樽ハンズオントーイ　キンダーリープ店長
杉本英樹 氏

24 学校事務

25
へき地複式
教育

26 食　育 ニチワ電機札幌営業所長　遠藤晋一郎 氏

27 書写実技

28 読書活動

29 ものづくり

30
生活科・総合的な
学習の時間 後志教育局義務教育指導班指導主事

後志教育研修センター研修講座　講師

No 研修講座名
321

Ⅰ
　
学
校
・
学
級
づ
く
り
の
講
座 織田 美香（西小樺山分校）

◎籔　　智樹（岩内二中） 大坂　　 充（稲穂小）

植松　真将（手宮中央小）◎久米　達夫(古平中)

山田　晃弘（稲穂小）

・

・

浅井　貴広（蘭越小）

◎田村　裕子(岩内西小） 中川　綾子（銀山中）

センター所員

・

センター所員

センター所員

◎松本　浩文(倶知安中)熊谷  結香(神恵内小）

◎髙橋　健悟(倶知安小)

・

・

Ⅱ
　
実
践
と
授
業
づ
く
り
の
講
座

Ⅴ
隔
年
開
催

講
座

土岐　龍大(黒松内小) ◎宮川　脩平(仁木中)

◎高橋　一弘（近藤小）

伊勢　淳佑(泊中)

野口　貴史（野塚小） 山本　啓太（岩内第一中）

・

金澤　保弘（余別小）

佐々木 いずみ(京極小)

◎小山　正幸(桜町中)

西岡　知洋
(北海道キリスト教学園 リタ幼稚園)

　◎ 講座運営の中心となる先生

◎小林　民治(仁木中)

髙橋　大樹(御保内小)

川向　俊之(長橋中)

・

◎藤島　徹哉(東中)

センター所員

村上　慎司（西中） 

員所ータンセ員所ータンセ員所ータンセ

◎原田 美穂子（留寿都中） 田中 あけみ（潮見台小）

佐藤　　充（銭函小）

◎宇野　嘉純（長橋小）

◎柴田　倫克(倶知安西小)

センター所員

・

◎山田　　徹(黒松内小）

・

・

◎惣万　大輝（朝里中）

村上　　慈(美国中)

秋元　　雪（花園小）

志村　　勝(神恵内中)

センター所員

◎芳川 美知代(岩内西小)

・

・

◎柴田  寛士(桜町中)

員所ータンセ員所ータンセ

新川　志帆（都小） ◎菊地　勇人（京極中）

小山　正博（倶知安中)

和田　知也（京極中）

中軽米 真智子(日司小)

センター所員

Ⅲ
指
導
実
技
を

高
め
る
講
座

Ⅳ
 

専
門
性
を
高
め
る
講
座

・

・

◎秋田　　匡(古平小）

山﨑　史朗（菁園中）

菊地　洋平（蘭越中）

◎鎌田　由美（余市東中）

◎白井　尚史（東中）

齋藤　一真(倶知安中)

◎小西　淳樹（黒川小）

・

・

 髙木　妙子（大川小） ）小島高（代雅　邉渡）小陵西（純　　林松◎

中村　眞美（幸小）

◎岩井　健太（余市東中）

小原 いつか(赤井川小)

◎齋藤　直哉(朝里小)

齋藤　賢一（沢町小）

鈴木　梨沙(岩内一中)

◎岩本 美奈子（倶知安小） 中邨　瑛子（東陽小）
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後志教育研修センター 交通アクセス

 

研修センター施設平面図

第４

研修室

(10名)

第３

研修室

(10名)

第２

研修室

(10名)

準
備
室

第１研修室

(40名)

ICT機器の常設

準
備
室

理科室

倶知安町

図書室

和室

(10名)

会議室

(20名)
テラス

教育資料室

研究室
事務室

WC

男

WC

女

○研修講座が入っていない日の各種研修室は教育関係の会議、研修会等に無料で利用できます。予約は電

話で受付しておりますので、事前に申し出ください。

○使用できる備品：電子黒板、スクリーン、プロジェクター、ノートパソコン、実物投影機、ホワイトボード、

　ｉ-ｐａｄ(10 台)等

倶
知
安
町
役
場

倶
知
安
小

消
防
署

厚生病院

北
洋
銀
行

〒

郵
便
局

国
道
３
９
３
号
線

国
道
５
号
線

余市・小樽・札幌方面

至 共和町

喜
茂
別
・
札
幌
方
面

至

京
極
町

至 ニセコ町

長万部・函館方面

小樽・札幌方面

至 赤井川村

国道２７６号線

後志教育研修センター
（倶知安町文化福祉センター３Ｆ）

Ｊ
Ｒ
倶
知
安
駅

後
志
総
合
振
興
局
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